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［Ｉ］ 次の文章の空欄  1  ～  20  に入るもっとも適切な語句を、次の語句群①～㉟か

らそれぞれ一つ選択し、文章を完成させなさい。解答はすべて解答用紙に記入する

こと。 

 

 我々の生活は、地形、気候、植生などの 1 と、政治、経済、文化といった 2 との関

わり合うなかで営まれ、これらの諸要素を合わせたものが 3 と呼ばれている。 3 に

は地域差がみられ、地域によってさまざまな生活様式を展開させてきた。 

 まず気候の地域差は、 4 の建築様式にとくに表れやすい。例えば、 5 や太平洋の

島々の熱帯地域では、木や竹、葉、草などが建築材料に利用されており、出入り口や窓を 

 6 した造りとなっている。一方、毎年、サイクロンといった強い風をともなう 7 が通

過することから、倒壊のたびに新たに建造しやすい形態ともいえる。 

 他方、北アフリカや 8 などの乾燥地域では、土や石、日干しれんが、 9 などが建築

材料に利用されている。夏の強い日差しや外気を遮断するために壁を厚くし、窓を 10 し

た造りとなっている。また、地中海沿岸の地域では、住居の外壁に 11 を使うことで、強

い日差しを反射させ、家の中の温度を一定に保っている。 

北極海沿岸の  12  の地域では、雪や氷をブロック状にして使用した住居もみられる。

また、ロシアの永久凍土が広がるシベリア地方では、床を 13 した住居もみられる。これ

らのことから、気候の地域差によって、 4 に利用されてきた建築材料が  14  由来か、

土や石、氷を中心としたものに大別される。 

 こうしたさまざまな 4 の建築様式を生み出してきた気候の地域差は、気温、風、 

  15  、蒸発量といった  16  によって表される。これは、  17  、標高、大陸や海洋と

の位置関係などの  18  の影響を受けている。こうした地球スケールで気候の地域差を生

み出す要因の一つとして  19  が挙げられ、降水量の多寡
た か

に大きな影響を与える。また、 

気温については、地表面から受ける太陽エネルギーの大小を決める  17  が目安となる。

気候は、  20  や土壌の分布にも影響し、住居や衣服、農林水産業などの生活や文化に深

く関わるのである。 
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【語句群】 

① 北東アジア       ② 東南アジア       ③ 西アジア 

④ 大気の大循環      ⑤ 水循環         ⑥ 高気圧 

⑦ 低気圧         ⑧ 気候因子        ⑨ 気候要素   

⑩ 降水量         ⑪ 海流          ⑫ 緯度      

⑬ 経度          ⑭ ステップ気候      ⑮ ツンドラ気候     

⑯ 高山気候        ⑰ 植生          ⑱ 植物 

⑲ 動物          ⑳ モンスーン       ㉑ ハリケーン 

㉒ スコール        ㉓ 近代建築        ㉔ 伝統的家屋  

㉕ 針葉樹         ㉖ 石灰          ㉗ 家畜の糞
ふん

 

㉘ フェルト        ㉙ 自然環境        ㉚ 社会環境 

㉛ 地理的環境       ㉜ 大きく         ㉝ 小さく 

㉞ 高く          ㉟ 低く 

 

 

 

［Ⅱ］ アフリカに関する問１と問２に答えなさい。解答はすべて解答用紙に記入すること。 

 

問 1 以下の①と②を解答用紙のアフリカの白地図に描きなさい。 

① 赤道の位置、自然的特徴（地形、気候、植生などの分布） 

② 主要な商品作物産地、鉱産資源産地の分布 

 

問 2 アフリカのサヘルでみられる砂漠化について、50字以上 80字以下の文章で説明し 

なさい。 

 

以  上 


